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はじめに
 ・地球よりはるかに調和のとれた文化を持ち、この銀河系の知的生命体が住む､700億以上の星からの情報や他の銀河系からの各種情報の一部を報告し、あとは実現できるよう実行あるのみです。現在の地球にはいたずらに議論をし、時間を浪費している余裕がないようです。…

 ・来るべき素晴らしい真の宇宙時空間時代に間に合うよう、地球の人間の一人でも多くの方が、宇宙の法則の本質に気づき、一時も早く意識（と意志）の変換が行なわれ、行動をとられるよう、心を込めて愛の振動波を送らせていただきます。信じる必要も、説得される必要も全くありません。ただただ深く気づくのみです。新世紀のために。1995.11.8（まえがきより）

第一章　宇宙との調和
・だれもが｢本質｣という｢意識｣と｢意志｣を持っている

・宇宙との調和度を知る
・地球全体の調和度は？－波動周波数が低く予定と現実に大変な差⇒今の地球の文化に最も必要な情報を提供することになった。
第二章　「波動」と現代地球文化
・｢創造｣と｢直感｣はどう結びついているのか⇒設計やアート、大きな発明や発見や大転換をした思想などは直感･閃き
・設計の仕事をしていて気づいたこと
・｢直観｣｢閃き｣のもとは｢波動｣から起こる⇒共振・同調
・｢波動｣には周波数･波長･波形･振幅がある。⇒共振・同調して受振する
・顕在意識が人間の気づきを妨げている⇒｢直観｣｢閃き｣のほうが本当の｢クリエーション｣｢創造｣に近いのではないか
・｢波動｣で宇宙から情報が入ってくるならば､｢そう思った｣ということを意識として｢発振｣⇒スケッチブックにメモを取った。自動筆記のような形式。約２ヶ月で手応え

・輝石で実験、物理的変化が起きていることがわかった

・妹と共に科学的な資料集め
・関英男とサイ科学会とウイリアム・カウツ博士-ところが、直感力応用センター(CAI)の主宰者カウツ博士によれば、潜在意識には自らの過去の記憶が蓄積されるだけ｡潜在意識の外側には､さらに超意識と呼ばれる層があり、ここに人類の過去､現在､未来に関する全情報､さらには宇宙の歴史といったようなことも存在するという｡この超意識が他の人と共有され､われわれは超意識のレベルでつながっている。
・どのようにしたら自分の周波数変換ができるか⇒瞑想⇒不思議な状況が起きてきて､顕在意識はそのままの状態でありながら､あらゆることがふだんの感覚とかなり違った至福に満ちた安らぎを伴う､時にはまばゆい光の中につつまれた精妙な形で伝わってくる－３年間そのような状況を体験するのと並行して自分自身にも妹と同じような形でプログラムした情報が入ってくるか試した。

・妹⇒｢誰でも必ずできる｣⇒増幅装置の形態を見つける⇒図が完成⇒図のコピーからもエネルギー
・｢波動｣のエネルギーそのものが宇宙の全ての現象を起こしているということを理解しない限り､最終的に中性子と陽子がどういうものであるか､｢意識｣と｢意志｣の関係も今の文化の状態だと、たどりつけない状態

第三章　中性子・陽子・電子の構造と性質
・中性子＝人間の｢意識｣＝調和
陽子＝人間の｢意志｣＝愛(愛情ではない)
電子⇒現実化する役割､モジュラー､コーディネーター
・全ての存在に原子核があり､その中に中性子と陽子がある
・空気のある空間は｢意識｣と｢意志｣が詰まっている｡
・｢自然の法則に例外はない｣
・全てに調和がとれて行きわたっているというのが前提⇒例外､自我をカット⇒歪みが正される
第四章　三つの「意識」と「意志」
①顕在意識(ＤＩＫＡＧ)-安全に生きる､思考､決心､行動－頭蓋骨の内側､潜在意識と顕在意識がフル活動しても10％
・潜在意識に近い状態※心理学とは少し違う(ＦＩＫ)－過去の情報､顕在意識が行っていないほとんどすべての部分を受け持つ。膵臓が潜在意識の振動波を受振･発振

・都合が悪いものを避けてしまって精神と物質とを分離した形で自然科学を追究すれば物質化されたものを追究していって積み重ねるうちに理解できるというとらえ方で進んできている。「意識」と「意志」を別にしてしまった。別の学問で心理学というものを生み出した。あるいは宗教的には説明できても科学的には説明できない。
・現実にはすべての鉱物､植物､動物､人間には顕在意識､潜在意識､ともう一つ｢意識｣と｢意志｣が存在する｡
・本質的なもの－｢意識｣と｢意志｣の集合体　EXA PIECO(エクサ ピーコ)　≒　魂のようなもの
これが｢本質｣であってボディは借り物｡
・自然の法則の中で宇宙の全ての存在物には原子核の集合体が存在しており､それらが皆スタディをしている。
・今､地球自体のエネルギーが大きく変化し､周波数が変換して宇宙の中で大転換をする時期に来ているということを踏まえて……（P101）
第五章　原子核の集合体の（EXA PIECO＝本質≒魂）のスタディ
・自然の法則にかなった調和のとれた意識でスタディを積み､実行していくに従って周波数が上がる｡現実に何か調和のとれた決心をするとその瞬間に原子核の数が増え､それを実行して実現するステップを踏むと､体験して味わった原子核の集合体(EXA PIECO)は成長する。

・不自然な自然の法則に反するような意識で顕在意識が行動をとり続けると､不調和な振動波を出し続けて周波数が上がらず､これが下がっていく｡そうすると原子核の集合体の数がまったく増えない｡｢本質｣である原子核の集合体はスタディをしたくてそのメッセージをいろいろな形で顕在意識に振動波として送っている｡ところが､ふだん地球のこの文化のベースになっている基本的な考え方を主体にしていき､より安全に自分のボディを守ろうという顕在意識が強いとそれを受け取れない｡エネルギーはすべての存在物の調和がとれるように例外なく均等に行きわたっていくもの。｢人間だけ｣という意識は自然の法則から見れば不調和です｡そういう意識で行動をとっている限り､顕在意識は常に不調和な振動波を発振している。
普通の人間の顕在意識(ＤＩＫＡＧ)というのはしがらみなどが基本的にベースになって素直に入ってきた子どもの情報をコントロールして歪めてしまう。これは地球がシフトし､人間の文化がシフトしていく段階のステップとして止むをえない。しかし､基本としては､今､気づかなければ大変な方向に向かっていくだろうと情報では伝えられている。
｢本質｣の方では本来、人間のボディを借り､自然の法則にかなって調和のとれた意識をスタディしています｡この｢本質｣――原子核の集合体（EXA PIECO）は鉱物から始まって､確実にスタディをし､だんだん成長して原子核の数が増え､構成の仕方も変わってくる｡植物を選択したり､動物を選択したり､人間の原子核の集合体として今度は人間のボディを選択したりという､成長の仕方をしていく｡

未来の時空間から来たメッセージを人間のボディに伝え､実行し､スタディをし､体験をして味わって､｢本質｣を無視して､自分のボディだけを守ることに専念し始めてしまっている状態が､今の文化｡
とりあえず直接調和のとれた振動波が入ってくるようにするしかない｡歪んだ振動波を発振しない。
顕在意識の変換をし､自然の法則にかなった調和のとれた意識変換をしていれば､またそれを常に心がけて顕在意識が｢本質｣と一体化するように、調和のとれた振動数を受振､発振し､同調できるようにしていれば､｢本質｣が受振した情報はそのままストレートにわかる。
即実行するという形で実現すれば､これはまた｢本質｣が喜んでスタディできる｡
そうすると不思議なことに､その｢本質｣に未来から情報が入ってくる｡
さらにそれを具体的にそのまま実行すると原子核の集合体の中の原子核の数が増える。本来は自然の法則にかなって調和のとれた情報が未来の時空間からちゃんと｢本質｣のところに入ってきている｡
それを｢本質｣と同調できるように､顕在意識(ＤＩＫＡＧ)の方が素直に｢意識の変換｣をして自然の法則にかなった調和のとれた状態にしておく｡
常に｢本質｣と同調させておく｡そうするとこれは自然に｢本質｣に入ってきた情報がそのままストレートにわかるから､いつでもどこでも直観､閃きが起き､それを実行するために｢決心｣が必要になる。実行する｢決心｣をしないうちに何となく行動をとっているというのは｢行動｣ではありません。

｢行動｣というのは｢決心｣をした時｡悩みながらとりあえずこうしておくという､これは｢行動｣ではない｡

｢決心｣するということは原子核の集合体の数が増えるということ｡
そうすると自分の身の周りで起きている全ての現象は自分が発振した振動波と同調したときにその現象が起きるわけだから､当然今まで目の前を通り抜けていたような振動波と同調できるようになる｡発振する数が増え､受振する装置も増えるのでその現象が起きるようになる｡
自分が｢決心｣して調和のとれた振動波になると同調しやすくなる｡その状態が瞬時に起きる。｢決心｣する前と｢決心｣をした後では全然違う｡｢｢波動｣｣で理解できていない文化だから､それに気づいていない｡現象でしかとらえないから､奇跡とか偶然になってしまう｡｢波動｣で理解できる文化のレベルになれば当然のこと｡
｢決心｣するということは｢損か､得か｣ではない｡
即答えであり､迷いがない｡それをストレートに受け入れてそれを実行すること､これは自然の法則にかなって調和がとれている｡自然はそのようにできている｡
「決心」した時点からその振動波は出ているからこちらで行動をとらないうちにダイレクトメールでその答えが来てしまったりバッタリとその人に会ってしまったり､電話が入ってしまう｡調和のとれた意識で行動をとり出した人は､必ずそういう体験をしている。大切なのはそのくり返し｡
基本的には調和がとれた状態で原子核の集合体がスタディをし､周波数が上がって自然の法則､｢本質｣に近づいていく｡宇宙全体の時空間をコントロールしているそういう｢本質｣というのはやはり宇宙全体の重心に｢意識｣と｢意志｣としての振動波で､一番調和のとれた存在があるようです｡それが究極の宇宙意識で(ＥＨＫＯ)と言う｡調和がとれた状態で原子核の集合体(EXA PIECO)がスタディをし､周波数が上がって自然の法則､｢本質｣に近づいていく｡
あらゆるスタディをしながらそれを通じて成長し､調和のとれた時空間が構成されていく方向に向かっているようです｡そのスタディの段階で物体を選択してスタディをするということが輪廻転生ということだそうです。
第六章　地球文化の未来-時空間移動（テレポーテーション）を経て
地球上の人間の原子核の集合体(EXA PIECO)の8割は他の星から｡地球で育ったものを持ってスタディしているのは2割
星によって多様な文化を作っている原子核の集合体(EXA PIECO)の構成の仕方は違う｡常に調和のとれた方向にスタディするのが前提で人間､動物､植物､鉱物を選択している｡
人間が歪んだ振動波を出し続けていることが､そのレベルに到達していないあらゆる存在物の原子核の集合体(EXA PIECO)に影響を与えてしまっている｡肝要なのはわからないことを考えるのではなく､自然の法則にかなった調和のとれた意識に顕在意識を変換して本質と同調し､あるテーマをもって真剣に考えるということ｡深く｢意識｣をするという形をとって｢意志｣で発振をすると､情報が入ってくる｡
｢真の創造｣というのは未来の時空間から情報を得ることから始まる｡
輪廻転生を何度も繰り返し､地球という星を選んでのスタディが終わる…そのレベルまで来られるヘルツ数がある｡

周波数が高くてもそれに関係なく､地球上に肉体を持って役割をしている方も中にはある。常に｢本質｣の選択の問題。
新しい地球に生まれ変わる段階が近づいている。
今地球が大きく変化している｡
地球が予定通りの周波数に変換する時期が迫ってきている。地球の原子核の集合体(EXA PIECO)が安定すると､それは新しい地球に生まれ変わるという段階になる｡星としての役割の質が全く変わる｡星同士も常に他の星をサポートしている｡その星のレベルの周波数になる前の段階の星を常にサポートしている｡問題は地球の人間の｢意識｣がそういうことに気づき､｢顕在意識｣が｢本質｣に気づいてその､｢意識｣の変換を始めるかどうかということ｡
今度は地球が時空間移動(テレポーテーション)する｡

スプーン曲げのコツ⇒｢波動｣(ＧＩＭＡＮＥＨ)ギマネ波

クォーク⇒中性子､陽子､電子をクォークに戻す役割をしている｢波動｣の形態を｢ギネマ波｣という｡
人間の方の曲げようとしている｢意識｣が調和のとれた｢意識｣であるということに意味がある｡その役割さえあれば､スプーンの本体｢本質｣はそれを受け入れて曲がってくれる｡

今の地球の文化で自然界を理解しているのはほんの一部で､多くのものは未だ理解されていない｡それを少しでもわかってもらうためにそのような現象を起こす役割を持った方が存在している｡
宇宙からの情報では波動の形態は1065万種類もあるという。
｢時間｣と｢空間｣を切り離さずに考えよう⇒近い将来､時計がなくなる｡クォークのエネルギーが｢時間｣と｢空間｣を構成していて､クォークは宇宙中どこにでも充満し､全てに行き渡っている｡宇宙はまさにクォークの海
地球の周りに何千億の原子核の集合体(EXA PIECO)がスタディをして存在している。

地球が時空間移動する時に全てが全部一緒にいったんクォークに戻される｡
そして､その原子核の集合体(EXA PIECO)の周波数が高く､地球と同調できる状態であれば､地球が再生されたとき､一緒に再生される｡同調できない場合は自然のエネルギーとなる｡｢波動｣で同調できるか出来ないが常にキイになる｡自然の法則にかなう調和のとれた形でどんどん精妙な高い周波数に変換していれば必ず同調している｡その繰り返し｡
今私達ができること､それは地球が大きく生まれ変わって新しい調和のとれた文化になる時､役割ができるようにするために､私達が瞬間に｢決心｣すればよい｡
３万３千光年先で再生される｡再生されるか否かは｢本質｣がどこまでスタディをして､地球という原子核の集合体(EXA PIECO)の振動波と同調できる状態になっているかどうか｡｢意識｣の変換をし､顕在意識が自然の法則にかなった調和のとれた状態になれば､そして常に｢本質｣と同調すれば周波数はどんどん上がって行く｡さらに､情報として入ってきたものを現実に実行すれば原子核の集合体(EXA PIECO)の原子核の数が増えていく｡その繰り返し｡ますます周波数が上がる｡いつでも地球と同調し､時空間移動ができ､新しい　文化の中で役割ができるようになる｡最終的に究極の宇宙意識(と意志)といえる(ＥＨＫＯ)という原子核の集合体(EXA PIECO)のレベルに到達し､宇宙の時空間全体を総合的にコントロールする存在となり､その大きさは宇宙そのものであり､完全に宇宙と一体化し､成長はそこで終了する｡
第七章　宇宙の法則と波動
宇宙の時空間の本質は原子核の集合体(EXA PIECO)で､構造は８層｡
宇宙(時空間)とは､(ＥＨＫＯ)の原子核の集合体そのものであり､その中に全てが存在し､そのそれぞれの存在物(中性子､陽子､電子､原子核､原子､分子､細胞…)には､全てが(ＥＨＩＫＯ)になるまでスタディし続けている。
現代のあらゆる情報を得ている方の95％以上は(ＧＩＮＯ)から情報を得ている｡
つまり情報の精度は､どの層の振動波と同調して得たかによって同じ問題でも答えや解決の仕方､対応の方法が異なってくる｡
本人が安定して調和の取れた高い周波数で同調し続けて､いかに自我の振動数を発振せず､願望や推理推測を入れないで受振できるかにかかっている｡
人間のボディの構造も８層｡
第八章　病気の本質
自分自身の顕在意識が中性子・陽子の歪んだ振動波を発振し続けていると自分のボディも細胞も全部干渉を受けてしまう。あるいは同調してしまう｡
陽子が歪み出してからヘルペスや癌ウィルスやエイズウィルスなどが生まれた。

常に調和のとれたエネルギーを全てに行き渡るように変換していく､これが自然の法則｡
本来宇宙の法則ではエネルギーは常に調和のとれた形で分かち合い､全てに行き渡るようになっている｡
病原菌を失くすためには正常な中性子の強力なエネルギーの振動波を歪んだ中性子に送ること｡そうすれば､波動の性質から言って､干渉して戻る｡
それぞれのレベルの正常な強いエネルギーの振動数を加えれば結果的に病気が消え､病原菌を殺す必要は全くない｡
薬というのは殺す､破壊する､という形で自然の法則に反しながら中性子や陽子や電子をさらに歪めている｡

約80％の半導体が出している振動波は脳の神経細胞を歪める振動波である。
｢顕在意識｣が調和のとれた方向に意識変換して､調和のとれた実行をすることによって周波数がどんどん上がっていった場合には様子ががらっと変わる｡
顕在意識が自然の法則にかなった調和のとれた｢意識｣に変換し､｢本質｣と同調して､自然界に未来から入ってきた情報を素直に受け止め､それをきちんと実行すれば自然に中性子､陽子､電子が正常化していく｡ボディが調整されていく｡

結果､病原菌がなくなり病気はなくなる｡⇒健康･長生き
気を変える｢決心｣⇒｢実行｣⇒何の修行もいらない
全ての現象は自分の発振した振動波と同調して起きる｡

どんなにいいことも悪いことも自分に責任がある｡
自分の周りで起きていることで､こんなことは私の知ったことではない､相手が悪いというふうに決められるものは何もない｡
調和のとれた振動波を出していれば調和のとれた現象しか起きない｡

自分より未熟な存在をサポートするようにスタディしよう｡宇宙の仕組みの何を学ぶか｡
病気は｢本質｣に気づくためのメッセージを送るためにわざわざ起きている。意識の変換が起き､その病気(病原菌)を通してサポートしてくれている
原子核の集合体(EXA PIECO) に感謝すれば急速に変わる。

テレポーテーションした動物
・クジラは金星から
・イルカはプレアデス星団から
・オットセイはカシオペア座から
第9章 これからの生き方についてー質問に答えて
自然の法則にかなった調和のとれた意識変換をし､それを実行し出すと､もともと全ての人間が誰でも同じように持っている機構､機能が実際に使えるようにどんどん変わり出す｡それを超能力といえばそういう言葉になってしまうだけのことであって､誰もがみな自然に持ち合わせている｡常に人間の顕在意識が即決心をしてどんなことでも調和のとれた方向に実行していくことが基本｡

｢本当はこうだ｣と思うことがあった機会には常にそれを実行する｡その｢決心｣をしたらもうその瞬間から変わっている｡その後何かとんでもないすばらしいことが起きたとき､｢これは偶然だ｣と思わない｡｢必ず｣それは意味があって起きたこと｡波動でみるとすぐわかる｡
中性子と陽子とお話し､コミュニケーションできるようになる｡その時代が近づいている｡
地球が変換するということはそういう時代になること
変換状態が起きている｡
全ての存在物がそういう方向に向かっている｡
一時も早く意識変換して､即実行してください｡

たまたま５千年くらい前から今のこの状態の文化が続いてきている。それをそのまま受け入れて続けるということであれば､今の文化は変わらない｡
恐らく自然の法則の中で地球がテレポーテーションをする時期に間に合わない状態で生まれ変わるということがおきてしまう｡
それをどういうふうに受け止めるか…

これが自然の法則にかなった調和のとれた方向で、今、必要なことだと｢決心｣するかどうか。

｢決心｣をして行動をとっていただきたい｡
10年前より今ははるかに伝わるようになっている｡
皆さんがわかり始めています｡感じ始めています｡
直観を得たら即実行すること。そして､その繰り返しです｡

人間のボディを選択している原子核の集合体(EXA PIECO)が地球と同調できるレベルに達していない場合､テレポーテーションした場合にクォークのエネルギーに戻されるという情報です。
原子核の集合体(EXA PIECO)の質と構造が変換して戻り､人間から動物・植物・鉱物へと12回転球体断面から８回転球体断面､あるいは６回転球体断面に変化し､シフトした新しい地球という星にかなった調和のとれた動物や植物や鉱物を選択してスタディすることが可能なレベルの場合は、それを選ぶわけですが､それも不調和だった場合､ということです｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1995.11.9
夢の見続け方、夢の実現の仕方を学び合い、迷路に迷い込んだら支え合えるところが当方幸せ研究所　知多クリック　http://www.chitac.com/
　以上皆みな様からの学びです。ありがとうございます。2011.4.3
原子核








